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概 要
薬剤耐性研究センターでは国内外の実態調査や、耐性メ

カニズム研究、市場で流通している抗生物質の品質管理、

薬剤耐性対策に資する新技術開発、病院の感染症対策支

援、薬剤耐性に関してのシンクタンク機能が求められている。

センターは、第一室（抗生物質・分子疫学研究室）、第二室

（院内感染・統計研究室）、第三室（ワンヘルス研究室）、第

四室（疫学研究室）、第五室（市中感染症研究室）、第六室

（寄生虫・媒介動物研究室）、第七室（ゲノム疫学研究室）、

および第八室（真菌研究室）から構成されている。第一室で

は細菌学的な基礎、応用研究、行政検査業務、レファレンス

業務、及び関連する抗生物質製剤の品質管理業務、研究を

行っている。第二室では厚生労働省結核感染症課が実施す

る厚生労働省院内感染対策サーベイランス事業（JANIS 事

業）の実務を担当している。第三室では医療、食品、環境な

ど幅広い分野でワンヘルス（One Health）アプローチを通して

薬剤耐性病原体の総合的な調査研究を行う。第四室では薬

剤耐性菌感染症の集団発生への対応能力の強化に係るも

のをつかさどる。第五室ではメチシリン耐性黄色ブドウ球菌

（MRSA）、バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）、ハンセン病等

抗酸菌感染症、その他急性呼吸器感染症などの市中感染

症に由来する薬剤耐性に関する調査研究を行う。第七室で

は薬剤耐性菌ゲノム情報の取得・情報解析ならびに薬剤耐

性菌バンクの運営を行う。第八室では真菌に関する薬剤耐

性感染症に係る調査研究、特に薬剤耐性真菌の疫学調査、

検査・予防・治療薬の研究を行う。

令和 3 年度は調査研究としては薬剤耐性菌に関する研究、

院内感染に関する研究、抗生物質の品質管理に関する研

究、サーベイランスデータを用いた研究を実施した。また業

務としてはレファレンス、サーベイランス、品質管理、国際協

力、研修を実施した。一室は協力を得られた地方衛生研究

所から感染症発生動向調査に報告された感染症由来のカ

ルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）の収集を開始した。

一室・四室は感染症疫学センターと協働で感染症発生動向

調査の報告対象とされる薬剤耐性菌感染症（CRE 感染症、

VRE 感染症）について病原体サーベイランスデータと患者情

報データを突合させ集積疑い事例について検討するリスクア

セスメントを継続した。二室では JANIS データを活用した研

究、高齢者施設入所者の薬剤耐性菌保菌調査および予後

調査を継続した。二室・三室・五室が中心となり JANIS 参加

機関に呼びかけて病原体（第３世代セファロスポリン耐性大

腸菌、第３世代セファロスポリン耐性肺炎桿菌、カルバペネム

低感受性腸内細菌科細菌、カルバペネム低感受性アシネト

バクター属菌、黄色ブドウ球菌）の収集 Japan Antimicrobial 

Resistant Bacterial Surveillance (JARBS)を継続した。また三

室が中心となり WHO が実施するワンヘルスサーベイランス、

三輪車サーベイランス(Tricycle Surveillance)プロジェクトを日

本・ベトナムをフィールドとして開始し、菌株の分離や収集を

行い、薬剤感受性の測定およびゲノム解析を実施した。七室

では当センターにおけるサーベイランス収集菌株や外部機

関から依頼のあった株のゲノム解析を一括して請け負い、本

年度は約 10,000 検体の解析を実施した。薬剤耐性菌バンク

では、動物病院において収集された株や、当センター及び

外部機関のサーベイランスにより収集された菌株等、合わせ

て約 39,000 株を収納した。行政検査業務では一室が保健所、

地方衛生研究所と連携して所掌する病原体の検査を実施し、

また地方衛生研究所担当者向けに研修を実施した。品質管

理業務では一室が抗生物質製剤の国家検定、収去試験、

日本薬局方抗生物質標準品の製造や交付を行なった。

薬剤耐性研究センターは令和 3 年 3 月 22 日付で WHO 

Collaborating Centre for AMR Surveillance and Research 

(JPN-97)に認定された。

人事では令和 3 年 4 月 1 日に鹿山鎭男が第三室長に、

久恒順三が第五室長に、加藤はる、岩尾泰久、黒木香澄、

中野哲志が主任研究官に、近藤恒平が研究員に、10 月 1日

に保阪由美子が主任研究官に、11 月 1 日に平林亜希、瀬

川孝耶が主任研究官に、12 月 1 日に梶原俊毅が主任研究

官（併任）に着任した。

業 績
調査・研究

Ⅰ．薬剤耐性菌に関する研究

1. 薬剤耐性菌に関する菌株・検体等の解析依頼および共

同研究の概要

医療機関や地方衛生研究所等から解析依頼もしくは共同

研究として、菌株 544 株（菌種内訳：Acinetobacter sp. 1 株、

Citrobacter freundii 1 株、Enterobacter cloacae complex 7 株, 

Enterococcus spp. 528 株 、 Klebsiella aerogenes 1 株 ,

Klebsiella oxytoca 1 株、Klebsiella pneumoniae 5 株）につい

て、耐性遺伝子検査、菌種同定および菌株タイピング解析
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等を実施し、それらの結果を依頼施設に報告した。なお、上

記は行政検査として依頼を受けたものも含む。[松井真理、

鈴木里和、久恒順三、黒木香澄、中野哲志、甲斐久美子、

村松茂、阿保均、稲嶺由羽、菅井基行]

3 医療機関から依頼を受け、以下の菌株の解析を実施し

た（E. coli 1 株、K. aerogenes 1 株、Ralstonia mannitolilytica

2 株）。NGS を用いて保有薬剤耐性遺伝子の検索、タイピン

グを実施した。これらの薬剤耐性菌は、薬剤耐性菌バンク棟

へ収容した。[鹿山鎭男、于連升、内野清香、森谷晃、奥田

幹久、菅原庸、菅井基行]

11 医療機関、1 大学から依頼を受け、以下の菌株の解析

を実施した（S. aureus 96 株、腸球菌 240 株、C. perfringens

25 株、C. difficile 20 株、C. striatum 3 株）。NGS を用いてゲ

ノタイピング、保有する薬剤耐性遺伝子や病原因子関連遺

伝子の検索を実施した。これらの薬剤耐性菌は、薬剤耐性

菌バンク棟へ登録・保管した。[久恒順三、岩尾泰久、黒木

香澄、瀬川孝耶、沓野祥子、菅原庸、菅井基行]

2. カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）の臨床疫学研

究

2017 年 4 月から 2018 年 3 月までに診断された 1,681 例

の CRE 感染症の届出例のうち CRE 菌株が得られた 740 例

(44.0%)について解析を行い、海外の同様の研究に比べ、カ

ルバペネマーゼ遺伝子保有株の割合が低く、かつ死亡率も

低いことが明らかとなった。その要因として、感染症法の診断

基準の非特異性、およびその基準を満たす CRE 菌株の多く

が、アミノグリコシド系やフルオロキノロン系に対して感性であ

り、多剤耐性傾向が海外に比べて弱いことが考えられた。検

証のため、本研究に参加している地方衛生研究所より CRE

菌株を収集し、薬剤感受性試験を実施し臨床予後との関連

について解析を実施した。[池上千晶（感染症疫学研究セン

ター）、松井真理、稲嶺由羽、阿保均、北村徳一、安齋栄子、

甲斐久美子、村松茂、鈴木里和、菅井基行]

3. 国内医療機関で分離された Acinetobacter baumannii

international clone II の比較解析

Acinetobacter baumannii international clone II 系統株は、

カルバペネム耐性アシネトバクター属として世界的に最も多

く報告されるクローンであり、国内でも複数の院内感染事例

が報告されている。疫学関連のない株であっても Multilocus 

Sequence Typing でしばしば同一の Sequence Type (ST)を示

し、PFGE でも類似のバンドパターンを示すことから、これらの

手法では院内感染事例のタイピング解析結果の解釈が困難

になることがある。より詳細な比較のため、単一医療機関分

離株と、疫学関連のない異なる医療機関分離株の計 48 株の

A. baumannii ST208 株を対象に、疫学関連の有無と SNPs 数

の関連性を検討した。[松井真理、稲嶺由羽、鈴木里和]

4. 国内の臨床検体より分離された Enterobacter cloacae

complex の分子疫学解析

2015 年～2016 年に国立病院機構 12 施設より分離された

Enterobacter cloacae complex 56 株を対象に分子疫学解析

を実施した。既報と同様、菌種と AmpC β-lactamase アミノ

酸配列の分子系統樹は相関を示した。菌種間で阻害剤に対

する効果やβ-lactam 薬に対する感受性が異なり、産生する

AmpC β-lactamase の違いによるものと推察された。また、

同一医療機関で分離された Enterobacter hormaechei subsp. 

steigerwaltii 2 株のゲノム解読を実施し、主要なカルバペネ

マーゼ遺伝子である blaIMP-1 を保有する約 320 kb の IncHI2

プラスミドのドラフトゲノム配列を得た。さらに、公開データベ

ースに登録された blaIMP 保有 IncHI2 プラスミド配列との比較

解析を実施し、疫学関連の有無とプラスミド配列の多様性を

比較検討した。 [稲嶺由羽、松井真理、阿保均、鈴木里和、

甲斐久美子]

5. 薬剤耐性菌研究における海外研究拠点と連携

ベトナム・国立衛生疫学研究所 (NIHE)、ベトナム・軍医

病院、カンボジア・国立公衆衛生研究所 (NIPH)、中国・華

南農業大学、および AMED 新興・再興感染症研究基盤創

生事業海外拠点である大阪大学・タイ拠点、東京大学・中国

拠点、長崎大学・ベトナム拠点などと連携し、アジア諸国のヒ

ト・動物・環境から分離された薬剤耐性菌株のゲノム疫学解

析と新規検査法の開発を行った。[鈴木仁人、平林亜希、菅

原庸、坂本典子、于連升、菅井基行]

6. 多剤耐性菌に対する新規抗菌手法および抗菌化合物の

開発

公益財団法人微生物化学研究所との共同研究で、アミノ

グリコシド高度耐性グラム陰性菌株にも有効な新規アミノグリ

コシド誘導体の開発を行なった。JSR 株式会社との共同研究

で、多剤耐性 ESKAPE 病原細菌株にも有用な新規抗菌ポリ

マーの開発と新規抗菌素材への応用を行なった。株式会社

コンポン研究所および東北大学多元物質科学研究所との共

同研究で、抗生物質ペンテノマイシンの機能解析と新規誘

導体の開発を行なった。東京大学大学院薬学研究科および

神戸大学大学院医学研究科との共同研究でコリスチンの作

用を増強させる既承認薬の作用機序の解析を行った。[鈴木

仁人、平林亜希、成瀬秀則 (協力研究員)]

7．野菜・市中下水から分離された薬剤耐性菌の解析

広島大学大学院 統合生命科学研究科 食品生命科学プ

ログラム（食品衛生学）島本整教授との共同研究にて、市販
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野菜および下水由来のβ-ラクタマーゼ遺伝子保有株、それ

ぞれ 6 株と 26 株を全ゲノム解読に供し解析を行った。その結

果、これまでに報告がなされていない blaCTX-M の新たなバリ

アントを複数の株から検出した。 [于連升、鹿山鎭男、久恒

順三、菅原庸、菅井基行]

8．市中下水、河川水および病院下水から分離される薬剤耐

性菌の解析

信州大学、埼玉県立大学から依頼を受け、869 株の解析

を行った。すべての菌株を MALDI-TOF MS による菌種同定

を実施した。うち 614 株は、NGS を用いてショートリード解析

を行い、MLST (multi locus sequence typing) による菌株遺

伝型の型別、ResFinder による薬剤耐性遺伝子の検出、

PlasmidFinder による保有プラスミドの型別を行った。[于連升、

鹿山鎭男、菅原庸、久恒順三、森谷晃、内野清香、瀧世志

江、北村徳一、若井智世、安齋栄子、沓野祥子、左卉、菅井

基行]

9. グラム陽性薬剤耐性菌の研究

薬剤耐性菌ナショナル・サーベイランス（JARBS, Japan 

Antimicrobial Resistant Bacterial Surveillance）において、「血

液由来黄色ブドウ球菌の病原性解析と臨床応用に関する研

究」について、最終的に 62 施設の国立病院から 796 株収集

できた。このうち、黄色ブドウ球菌は 751 株収集され、ゲノム

配列解読した。臨床データとの統合解析を行なった。

国内の医療機関より解析依頼されたブドウ球菌および腸

球菌の遺伝子解析を実施して報告した。

慶應大皮膚科（天谷教授）との共同研究において、アトピ

ー性皮膚炎由来の黄色ブドウ球菌のゲノム解析を継続して

実施し、論文投稿に向けてデータをまとめた。

黄色ブドウ球菌のスーパーバイオフィルムについて、ica オ

ペロンにより細胞外に分泌される脱アセチル化体の PIA の性

状解析を継続して実施した。また、CA-MRSA/J が保有する

表層タンパク質 SasL についての性状解析を継続実施した。

バンコマイシン耐性腸球菌の各系統株において、消毒剤

耐性、乾燥耐性、付着性試験を実施した。

臨床分離されたβラクタム耐性 Corynebacterium striatum

の全ゲノム比較解析から新規 bla 遺伝子を見出し、機能解析

を開始した。[久恒順三、岩尾泰久、沓野祥子、黒木香澄、

瀬川孝耶、菅井基行]

10. 薬剤耐性菌感染症治療を目的としたファージの研究

薬剤耐性菌 IMP-6 産生 Klebsiella pneumoniae を殺菌す

るファージの採取及び宿主領域の決定、感染効率の解析を

行った。[近藤恒平、菅井基行]

11. ベトナムにおける深在性真菌症原因菌の疫学研究とカ

ンジダ属菌の抗真菌薬耐性発生状況調査

ベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE）、Vietnam Military 

Medical University （VMMU)と連携し、クリプトコックス症お

よびカンジダ症の診断法と疫学調査に関する共同研究を実

施した。NIHE と VMMU を介して臨床サンプル（喀痰、VATS、

BALF 等）を収集し、クリプトコックス属菌およびカンジダ属菌

の分離、収集を行った。カンジダ属菌に関しては菌種同定と

抗真菌薬感受性試験を行い、ベトナム国内におけるカンジダ

属菌の菌種傾向および耐性発生状況を調査した。真菌検査

に関する技術講習会開催を計画したが、新型コロナウイルス

感染症流行の影響から実施できなかった。[名木稔、宮﨑義

継（真菌部）]

12. 病原真菌 Candida glabrata の細胞外ステロール取り込

みによる抗真菌薬耐性化に関する研究

C. glabrata のステロール取り込みと薬剤耐性との関連を調

べるため、ステロール取り込み活性化変異株を用い、ステロ

ール添加条件における薬剤感受性を調べた。ステロール合

成阻害薬であるアゾール系薬の場合、ステロール添加条件

では感受性が低下し、ステロール取り込みのアゾール耐性へ

の関与が示唆された。真菌エルゴステロールに結合して膜を

傷害する AMPH-B の感受性は、コレステロール添加時に顕

著に低下した。ステロール取り込み活性化変異株のエルゴス

テロール生合成遺伝子 ERG7 にはミスセンス変異が生じてお

り、エルゴステロール生合成が停止していることが明らかにな

った。ステロール生合成欠損によってステロール取り込みが

活性化し、一部薬剤に耐性化していることが示唆された。[名

木稔、田辺公一（龍谷大）、宮﨑義継（真菌部）]

13．静岡県東部富士地域におけるバンコマイシン耐性腸球

菌（VRE）の発生状況と対策推進に関する研究

VRE が蔓延している可能性がある静岡県東部富士地域で、

20 医療機関を対象に臨床検体又は無症状からの便・直腸ス

ワブスクリーニング検体による VRE 検出状況及び感染管理

対策実施状況を明らかにする研究を実施することとし、静岡

県庁、静岡県環境衛生科学研究所、等と調整を行った。

2022 年 4 月以降の実施予定。[黒須一見、松井真理、鈴木

里和、久恒順三、山岸拓也、菅井基行]

14．広島市中下水、河川水および海水から分離される薬剤

耐性菌の解析

広島の市中下水、河川水および海水のサンプルを収集し、

薬剤耐性菌 512 株を分離した。すべての菌株は、MALDI-

TOF MS による菌種同定、NGS を用いてショートリード解析を

行い、MLST (multi locus sequence typing) による菌株遺伝
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型の 型 別 、 ResFinder に よる 薬 剤 耐 性遺 伝 子の 検 出、

PlasmidFinder による保有プラスミドの型別を行った。[于連升、

鹿山鎭男、菅原庸、森谷晃、内野清香、瀧世志江、北村徳

一、若井智世、安齋栄子、沓野祥子、左卉、菅井基行]

15．沖縄県を中心に検出される多剤耐性肺炎球菌クローン

serotype 19A-ST320 の遺伝子学的背景および伝播経路に

関する研究

結合型肺炎球菌ワクチンの定期接種開始後、沖縄県を中

心にペニシリン、第 3 世代セファロスポリン、カルバペネム、マ

クロライド、テトラサイクリン、ST 合剤などに耐性を示す多剤

耐性肺炎球菌 serotype 19A-ST320 クローン株の検出が増加

した。本研究では 56 株の本邦で検出された同クローン株の

ドラフトゲノムデータを取得し、他国の同クローン株のゲノム

データとの比較ゲノム解析を行った。その結果、沖縄県の株

は米国を由来としており、2000 年以前には沖縄県に流入し

てきていたと推測された。さらに解析結果より同クローンは初

めて台湾で報告された 1997 年以前に既に米国で広く保菌さ

れていたと考えられた。これらの解析結果を国際誌に発表し

た。[中野哲志、常彬（細菌第一部）、明田幸宏（細菌第一

部）、大西真（細菌第一部）]

Ⅱ．院内感染に関する研究

1. 国内の臨床検体より分離される Bacillus spp.の疫学解析

日本国内医療機関の臨床検体の Bacillus spp.分離率を、

厚生労働省院内感染対策サーベイランス事業検査部門デ

ータを用いて解析を行った。我が国では Bacillus spp.の血液

培養によける検出数の中央値は 100 床あたり年間 0.85 血液

検体（四分位範囲，0.17～2.10 ）であった。また Bacillus 

cereus の検出率は、検体の種類や地理的分布によらず、夏

季に顕著に増加した．一方，Bacillus subtilis の検出率は年

間を通じて一定で、季節性を示さなかった．Bacillus spp.検

出率の夏季の上昇は、B. cereus 血流感染のリスクであり、夏

季以降の Bacillus 属菌検出率の減少は自然経過と考えられ、

介入の効果と解釈すべきではないと考えられた。[小林彩子、

島田智恵(以上実地疫学研究センター)、鈴木里和]

2．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の医療関連感染

の疫学と対応に関する研究

厚生労働省クラスター対策班として支援に入った自治体

で対応した事例に関し、感染性、感染源、感染経路、リスク

因子等を検討し、報告した。[黒須一見、山岸拓也]

- SARS-CoV-2 の接触感染リスクの評価

- コールセンターでの SARS-CoV-2 感染リスクの評価

- アイスホッケーにおける SARS-CoV-2 感染リスクの評価

とリスク因子の検討

- オミクロン株のエアロゾル感染の可能性

- 教育現場での感染伝播リスクの評価

Ⅲ．抗生物質の品質管理に関する研究

1. 微生物学的力価測定法に関する検討

日本薬局方（日局）微生物学的力価測定法試験法におい

て、標準溶液と試料溶液の注入順については明確な記載が

なく、その力価に及ぼす影響を検討した。ゲンタマイシン硫

酸塩、フラジオマイシン硫酸塩、バンコマイシン塩酸塩につ

いて、標準溶液と試料溶液ともに同じ日局標準品を用いて、

注入順のみ入れ替えて比較した。先に注入した検体の阻止

円直径が大きくなる傾向があり、同一検体を用いても、注入

順を入れ替えることでバンコマイシン塩酸塩では最大約５%

の力価差が生じることが明らかとなった。注入順の影響を最

小化する試験法の開発が必要と考えられた。[鈴木里和、松

井真理、加藤はる、吉村由美子、稲嶺由羽、近田俊文、菅

井基行]

Ⅳ．サーベイランスデータを用いた研究

1. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックが

薬剤耐性サーベイランスに及ぼす影響の分析

COVID-19 のパンデミックは、医療現場に大きな変化をも

たらし、薬剤耐性に与える影響が注目されている。本研究で

は、JANIS で収集された 1,300 以上の医療機関の延べ 590

万人の入院患者から得られた 1,670 万検体を含むデータを

利用し、パンデミック開始前後の 2019 年と 2020 年で、黄色

ブドウ球菌、肺炎球菌、大腸菌、肺炎桿菌、緑膿菌の 5 菌種

の感性菌と耐性菌の分離患者数と分離率を比較分析した。

2020 年は 2019 年と比較し、分離患者数および分離率は

MSSA および MRSA でわずかに減少し、PSSP および PRSP

では約 60％と大幅に減少し、第３世代セファロスポリン耐性

肺炎桿菌では増加していた。残りの菌種については、分離

患者数は減少したが、分離率の増加をみとめた。この分離率

の見かけ上の上昇は検体提出患者数（分離率の分母）が分

離患者数（分離率の分子）よりも減少したためであると考えら

れた。パンデミック時の薬剤耐性サーベイランスデータを確

認する際には、分離率の年次変化のみならず、分子、分母、

さらに分母に影響を与える因子を十分に検討した上で、慎重

に解釈する必要があることが明らかになった。この成果は、第

15 回日中韓感染症フォーラムで口頭発表され、J. Hosp. 

Infection 誌に刊行された（most read (last 30 days) article に

選ばれた）。[平林亜希、梶原俊毅、矢原耕史、菅井基行]

2. 全国診療所の細菌検査（外注）データの集計

診療所等から細菌検査依頼を受けている衛生検査所・検

査センターのデータを収集、集計、解析するプログラムの開
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発・改良を、昨年度に引き続き行った。民間会社 2 社からデ

ータの提供を受け、黄色ブドウ球菌他 5 菌種を対象に、都道

府県別、年齢区分別、さらに衛生検査所の実態に即した検

査材料別での集計を行い、集計データを、国立国際医療研

究センターAMR 臨床リファレンスセンターに提供し、2021 年

末にワンヘルスプラットフォームで公開された。[矢原耕史、

梶原俊毅、安斎栄子、柴山恵吾（以下 細菌第二部）]

3. 薬剤耐性プロファイルに注目した研究

MRSA を含めた薬剤耐性黄色ブドウ球菌は WHO AMR 

report でも最も重要な耐性菌の一つに挙げられているが、日

常診療でのルーチンの耐性に関する分子タイピングは非現

実的である。そこで薬剤耐性プロファイルに注目し JANIS に

収集されたデータを基に、治療に利用される主要な 5 つの抗

菌薬（ゲンタマイシン、レボフロキサシン、エリスロマイシン、ミ

ノマイシン、クリンダマイシン）とオキサシリンに対する黄色ブ

ドウ球菌の薬剤耐性プロファイルが 2011-2019 年の間に統計

的に優位な変化を示した表現型のトレンドを探索し、更に特

徴的な耐性を示した注目株について以前に分離された菌株

コレクションを用いた whole genome sequencing(WGS)による

分析を行った。結果としては注目株全てが MRSA であり、そ

の内 9 年間で 6 剤全てに耐性を示した株が著明に減少した

一方、レボフロキサシン、エリスロマイシン、オキサシリン 3 剤

耐性株は増加していた。3 剤耐性株は WGSでほぼ全例 CC8、

かつ市中獲得型 MRSA として典型的な SCCmecⅣを保有し

ていた。この結果を国際誌に発表した。[保阪由美子、矢原

耕史、久恒順三、菅井基行]

4. 市中耐性菌サーベイランスデータの解析

細菌第一部との連携により、淋菌のゲノム解読に基づくサ

ーベイランスデータの解析に、昨年度に引き続き取り組んだ。

令和 2 年度末に国際誌に発表した、日本で生じて世界に拡

散していったセファロスポリン低感受性を司る遺伝子の起源

と進化に関する国際共同研究の成果を、国内外の学会で発

表した。一方、日本で最近生じた新たなタイプの耐性遺伝子

を、民間検査センターの日常検査の中でスクリーニングする

新たなプロジェクトを開始した[矢原耕史、平林亜希]

5. JANIS の海外展開（ASIARS-Net）

WHO は薬剤耐性菌対策を重要視し各国にサーベイラン

スの強化を求めているが、アジア地域では国レベルの薬剤

耐性菌（AMR）サーベイランスが十分に実施できていない国

が多い。これらの国の AMR サーベイランスを、JANIS に基づ

いて構築したシステムを活用して支援するのが、JANIS の海

外 展 開 ・ ASIARS-Net プ ロ ジ ェ ク ト

（https://janis.mhlw.go.jp/english/asiars-net/）である。2016 年

の G7 神戸サミットにて日本が提案したワンヘルスの概念に

基づいた AMR 対策の枠組み（ Asia-Pacific One Health 

Initiative on AMR (ASPIRE)）について関係各国を交えて年

会議が行われているが、その中の working group での連携と

政策推進を目的として、2022 年の年会議に併せてホームペ

ージを開設した。特に AMR サーベイランスの構築と強化を

目的とした working group１については、各国の AMR data や

action plan の紹介と共に、各国の有する任意の Excel 形式

のデータを JANIS・ASIARS-Net 形式でテキストデータに変

換する（できる限り自動変換する）汎用データ変換ツールの

開発・改良を行った上で、ASIARS-Net マニュアルの全面改

定を行った後に ASIARS-Net を活用したサーベイランスデー

タ構築についての仕様書や WHONET(WHO 認定の微生物

データ収集ツール)と ASIARS-Net を組み合わせた使用法の

仕様書などを掲載し、年会議で紹介した。更に ASPIRE 参加

国でもあり環太平洋地域の WHO collaborating center for

AMR Surveillance and Research でもあるメルボルン大学チー

ムと協力し、共に ASIARS-Net の trial への参加を呼び掛け

る事で、ASIARS-Net 普及を図っている。[矢原耕史、保阪由

美子、菅井基行]

VietNam においての ASIARS-Net 普及を図るため、2019

年に MOU を締結後 COVID-19 によって中断していたベトナ

ム保健省との連絡を再開する一方、主な援助団体である

PATH 主導の会議でゲストスピーカーとして参加し、ASIARS-

Net の紹介、並びに trial への参加病院の募集を行っている。

[矢原耕史、保阪由美子、ミン・レットニャン]

6. JANIS 検査部門データ、全入院患者部門データと DPC

データの結合による薬剤耐性菌の疾病負荷と医療経済の分

析

名古屋大学医学部附属病院の 2015 年から 2020 年まで

の JANIS の全入院患者部門と検査部門のデータ、DPC デ

ータを収集し、データを統合した。統合したデータを用いて

（感染症病名でマッチさせた）MRSA 感染症 vs MSSA 感染

症、CRE 感染症 vs CSE 感染症、また MRSA, CRE それぞ

れの感染症 vs 保菌の予後、入院日数、医療費の比較検討

を行った。MRSA, CRE 感染症群では MSSA, CSE 感染症群

よりも入院日数が長く、医療費が高額であった。MRSA では

感染症が保菌よりも入院日数が長く、医療費が高額であるが、

CRE では感染症と保菌では入院日数、医療費に差がなかっ

た。今後は多施設での解析を検討している。[平林亜希、矢

原耕史、梶原俊毅、保阪由美子、菅井基行]

7. JANIS データを活用したその他の研究

2015 年から 2018 年までの JANIS データを用い、日本で

薬剤耐性菌による菌血症がもたらした疾病負荷を推定する
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（アジア圏で初めて DALYs という指標として推定する）、国立

国際医療研究センターAMR 臨床リファレンスセンターとの共

同研究に参加した。この研究により、MRSA による社会の負

担はヨーロッパの 3.6 倍であることや、薬剤耐性大腸菌による

社会の負担は年々増加していることなどが明らかになった。

その成果は国際誌に発表され、プレスリリースも行われた。

[矢原耕史、菅井基行]

8. 高齢者施設における薬剤耐性菌の保菌調査および感染

症の予後に関する研究

高齢者施設における耐性菌保菌状況と、薬剤耐性菌が入

所者の予後に与える影響解析を行うために、倫理委員会の

承認に基づき、特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）3

施設、介護老人保健施設 3 施設の同意取得が得られた 178

名の入所者に対し、口腔検体、便検体から保菌調査を実施

した。口腔及び便検体の解析により、特別養護老人ホーム入

所者の 56.8%から何らかの薬剤耐性菌が検出され、51.4%か

ら ESBL 産生腸内細菌目細菌が検出された。一方、老人介

護保健施設では ESBL 産生腸内細菌目細菌は 28.4%の入

所者からの検出であった。胃瘻腸瘻と経鼻胃管を含む経管

栄養を施されている入所者は耐性菌の保菌と強い相関を認

めた(p<0.001)。経過を追うことの出来た 146 例について予後

の解析も行い、口腔もしくは便から緑膿菌が検出された入所

者は検出されない入所者と比較し、有意差に死亡率が高い

ことが示された（p=0.002）。[梶原俊毅、矢原耕史、北村徳一、

菅井基行]

9. 薬剤耐性菌医療関連感染アウトブレイクのリスク評価手法

に関する研究

2022 年 2 月 17 日に厚生労働省が主催した Tokyo AMR 

One-Health Conference に出席し、Working Group 2（Health-

care management）の座長を務め、アジア太平洋地域での

AMR アウトブレイクに対する対応方法を検討した。[山岸拓

也]

レファレンス業務

Ⅰ．薬剤耐性菌関係

1. 薬剤耐性菌検査のための陽性コントロール DNA 等の提

供

地方衛生研究所等における薬剤耐性菌検査支援のため、

全国 74 施設に、各種 β-ラクタマーゼ遺伝子、バンコマイシン

耐性遺伝子の PCR 検出のための陽性コントロール DNA を

動画資料及び参考資料とともに送付した。 [松井真理、村松

茂、甲斐久美子、稲嶺由羽、阿保均、鈴木里和]

サーベイランス業務

I. 感染症発生動向調査病原体サーベイランス

1. カルバペネム耐性腸内細菌科細菌病原体サーベイランス

感染症サーベイランスシステム（NESID）の病原体検出情

報システムを通じて報告されたカルバペネム耐性腸内細菌

科細菌のうち、検査結果の矛盾がある検体について問い合

わせと修正依頼を毎週実施した。さらに 2020 年検体採取分

の試験検査結果について、2019 年に比べて報告率が 20%

以上低下した自治体に検査実施状況等を問い合わせたの

ち、1,380 株の報告データを公開のため集計した。 [松井真

理、鈴木里和]

2. 薬剤耐性菌感染症リスク評価の試み

感染症サーベイランスシステム（NESID）の感染症発生動

向調査システムに報告される患者情報を取り扱う感染症疫学

センター及び実地疫学研究センター、病原体検出情報シス

テムに報告される病原体情報を取り扱う薬剤耐性研究センタ

ーの 3 センター協働で毎週 Web 会議を行い、両サーベイラ

ンスデータに基づく薬剤耐性菌感染症のリスク評価を行った。

2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日の計 29 回の会議で、

48 事例のリスク評価等を行い、うち 34 事例（71%）は管轄自

治体に対して対応状況の問合せや検査支援等を行った。な

お、2021 年 7 月～9 月は、COVID-19 対応や東京オリンピッ

ク・パラリンピックに関連して自治体や実地疫学研究センター

の業務過多となったため、リスク評価会議を中止し、各部署

でのサーベイランスデータ確認のみ実施した。[松井真理、鈴

木里和、山岸拓也、黒須一見、保阪由美子、菅井基行、（以

下 実地疫学研究センター）島田智恵、（以下 実地疫学研

究センターFETP）笠松亜由、中下愛美、黒澤克樹、井上英

耶、浦川美穂、小林美保、塚田敬子、髙橋賢亮、田畑早季

子、大森俊、（以下 感染症疫学センター）有馬雄三、大塚

美耶子、土橋酉紀、髙橋琢理、新城雄士、小林祐介]

Ⅱ．薬剤耐性研究センター耐性菌ナショナル・サーベイラン

ス（JARBS）

日本全国を対象とした薬剤耐性菌ナショナル・サーベイラ

ンス（ Japan Antimicrobial Resistant Bacterial Surveillance: 

JARBS）にて「グラム陰性桿菌の薬剤耐性と病原性に関する

研究（JARBS-GNR）」および「血液由来ブドウ球菌の病原性

解析と臨床応用に関する研究（JARBS-SA）」を実施した。グ

ラム陰性桿菌を対象とする JARBS-GNR では、耐性菌を

25,043 株収集し、PCR を実施すると共に 6,617 株の short 

read NGS およびこれらの中から選抜した株に対して、マイク

ロスキャンを用いた薬剤感受性試験を実施した。栄研化学フ

ローズンプレートを用いた薬剤感受性試験も実施した。現在

も 435 株の long read NGS および塩野義製薬パネルを使用

した薬剤感受性試験を継続して実施している。「皮膚科由来
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ブドウ球菌の全国サーベイランスに関する研究（JARBS-SA-

Skin）」では、全国の皮膚科クリニックまたは病院にご協力い

ただき、皮膚および鼻腔スワブの検体収集を開始した。[鹿

山鎭男、久恒順三、矢原耕史、川上小夜子、若井智世、青

木貞男、菅原庸、平林亜希、梶原俊毅、瀧世志江、石塚貴

久、安齋栄子、北村徳一、于連升、森谷晃、奥田幹久、内野

清香、沓野祥子、岩尾泰久、黒木香澄、瀬川孝耶、坂本典

子、エラヒ・シャヒーム、左卉、荒井千夏、中野哲志、近藤恒

平、菅井基行]

Ⅲ. 薬剤耐性菌バンク

株式会社 VDT より、全国の動物病院において分離された

菌株 32,295 株の譲渡を受けた。日本化学療法学会、日本感

染症学会、日本臨床微生物学会による三学会合同抗菌薬

感受性サーベイランスにより収集された菌株 5,680 株の譲渡

を受けた。また、厚労省科学研究費・食品班により収集され

た食品及び家畜由来の薬剤耐性菌 479 株について、大学・

地方衛生研究所より譲渡を受けた。さらに当センターが行っ

ているサーベイランスにより収集した菌株についても、引き続

き薬剤耐性菌バンクへの収納を行った。[菅原庸、荒井千夏、

菅井基行]

ワンヘルスサーベイランス関連で環境由来株として大腸菌

を含むグラム陰性菌を 7,203 株、MRSA を 65 株、患者血液

培養由来大腸菌 111 株を保存した。[于連升、鹿山鎮男、菅

原庸、久恒順三、沓野祥子、左卉、菅井基行]

Ⅳ. WHO サーベイランスと協調したワンヘルス薬剤耐性菌

動向調査に係る研究（三輪車プロジェクト）

ESBL 産生大腸菌を用いた WHO サーベイランス Tricycle 

Surveillance のプロトコルに基づき、日本国内では、ヒト由来

株として広島大学病院血液由来大腸菌を 111 株、食鳥盲腸

由来大腸菌 146 株の DNA サンプルを収集した。環境由来

の検体として河川水、下水、と畜場排水、食鳥処理場排水、

海水を収集し（協力施設：北海道大学、信州大学、埼玉県立

大学、岐阜大学、広島大学、広島県立総合技術研究所）、

2022 年 3 月までに大腸菌を 5,887 株分離した。また、国際比

較のためにベトナム水環境由来大腸菌 355 株および食鳥盲

腸由来大腸菌 132 株をベトナムから輸入した。すべての菌株

を MALDI-TOF MS による菌種同定を実施した。うち 4,136

株のショートリード NGS 解析、697 株の薬剤感受性試験を行

った。[于連升、鹿山鎭男、菅原庸、森谷晃、内野清香、若

井智世、瀧世志江、安齋栄子、北村徳一、矢原耕史、坂本

典子、左卉、沓野祥子、久恒順三、菅井基行、増田加奈子

(協力研究員)]

品質管理に関する業務

1. 日本薬局方抗生物質標準品について、以下のロット更新

を行った。

ロット更新（2 品目）: コリスチン硫酸塩標準品、コリスチンメ

タンスルホン酸ナトリウム標準品

[鈴木里和、松井真理、加藤はる、吉村由美子、稲嶺由羽、

近田俊文]

2． 試験検査依頼に基づき、抗生物質医薬品の生物学的方

法による力価試験を１件実施した。[鈴木里和、松井真理、加

藤はる、吉村由美子、稲嶺由羽、近田俊文]

3. 後発医薬品品質確保対策事業関連

2021 年度後発医薬品品質確保対策事業に基づく抗生物

質の収去試験製剤担当室業務および試験担当室業務を実

施した。試験品目：エリスロマイシン腸溶錠１ロット、エリスロマ

イシンステアリン酸塩錠１ロット、（以下試験担当真菌部） セ

フカペンピボキシル塩酸塩錠 15 ロット、シロップ用クラリスロ

マイシン 6 ロット [鈴木里和、松井真理、加藤はる、吉村由美

子、稲嶺由羽、近田俊文]

国際協力関係業務

Ⅰ．JICA 関連

2021 年 9 月にタイ国バンコク市で開催されたタイ国内８サ

イト（保健省、保健センター、高齢者施設）での第 1 回感染管

理担当者研修での講演を実施した。[黒須一見]

Ⅱ．その他

1. Focus Group Discussion for the preparation of issue and 

concept note for Health Working Group at G20 Indonesia 

Presidency 2022（令和 3 年 10 月 29 日オンライン開催）にお

いて、「Our challenges to stop AMR from becoming a silent 

pandemic in Japan」について発表した。[菅井基行]

2. Webinar World's Top Scientists, Universitas Sumatera Utara

（令和 3 年 11 月 18 日オンライン開催）において「Our 

challenges to stop AMR in Japan」について講義を行った。[菅

井基行]

3. Preparation for AMR Side Event at G20 Indonesia（令和 3

年 12 月 30 日オンライン開催）において、「AMR surveillance 

in JANIS & JARBS」について発表した。[菅井基行]

研修業務

Ⅰ．薬剤耐性菌に関する研修

1. 広島大学の依頼を受け、2021 年 4 月～7 月、広島大学医

学科の大迫えれな氏を受け入れて、ESBL 産生大腸菌の分
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離方法、MALDI-TOF MS による菌種同定、MLST (multi 

locus sequence typing) による菌株遺伝型の型別や薬剤耐

性遺伝子の検出等のゲノム解析方法などに関する研修を実

施した。[于連升、鹿山鎭男、若井智世、内野清香、森谷晃、

菅井基行]

2. 令和 3 年度衛生微生物技術協議会第 41 回研究会（令和

3 年 6 月 9 日～10 日, オンライン開催）シンポジウム I AMR

において、「薬剤耐性菌病原体サーベイランスの現状と課題」

について発表した。[松井真理]

3. 令和 3 年度感染制御専門薬剤師講習会（令和 3 年 7 月

3 日オンライン開催）にて「薬剤耐性菌について-院内感染症

に関連する耐性菌-」について発表した。[菅井基行]

4. 国立保健医療科学院令和 3 年度医師卒後臨床研修（令

和 3 年 10 月 14 日オンライン開催）にて「薬剤耐性菌につい

て-院内感染症に関連する耐性菌-」について発表した。[菅

井基行]

5. 地方衛生研究等の薬剤耐性菌検査担当者を対象に、

Zoom ウェビナーと自施設での実技を併用したハイブリッド型

薬剤耐性菌検査研修を 10 月 20 日～21 日に実施した。受

講者は、Web 参加 43 施設 53 名、現地参加 2 施設 2 名、

Web 聴講を含めると計 62 施設 112 名であった。[松井真理、

鈴木里和、甲斐久美子、村松茂、稲嶺由羽、阿保均]

6. パルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）法の実技動画を

作成し、作業手順書などの関連資料とともに地方衛生研究

所等の薬剤耐性菌検査担当者向けの自己学習用 DVD を

作成し、希望した 74 施設に配布した。[稲嶺由羽、鈴木里和、

松井真理、甲斐久美子、村松茂、阿保均]

7. 令和 3 年度感染症市民公開講座（令和 3 年 11 月 22 日, 

オンライン開催）において、「薬剤耐性と院内感染」について

発表した。[菅井基行]。

8. 令和 3 年度地方衛生研究所全国協議会関東甲信静支

部細菌研究部会研究会（令和 4 年 2 月 9 日～10 日, オンラ

イン開催）において、「薬剤耐性菌（CRE, VRE）の疫学と検

査」に関する講演を行った[松井真理]。

9. 令和 3 年度希少感染症診断技術研修会（令和 4 年 2 月

17 日～18 日, オンライン開催）において、「薬剤耐性菌の分

子疫学解析」について発表した[松井真理]。

10. 岐阜大学大学院連合獣医学研究科市民公開講座(令

和 4 年 3 月 2 日ハイブリッド開催)において、「人-動物-環境

における 薬剤耐性菌」について発表した。[菅井基行]

11. 広島大学の依頼を受け、2021 年 4 月～7 月、広島大学

医学科の坂東卓史氏を受け入れて、ゲノム解析を行った

Escherichia coli、Klebsiella pneumoniae の菌株を用い、薬剤

耐性を早期に検出する迅速検査キットであるシカベータテス

トの有用性を評価する研修を実施した。 [梶原俊毅、矢原耕

史、菅井基行]

Ⅱ．COVID-19 に関する研修

1． 茨城県保健福祉部. 高齢者・障害者施設新型コロナウ

イルス感染対策研修会. 2021 年 5 月 26 日[山岸拓也]

2． 広島県健康福祉局. 新型コロナウイルス感染症対策 .

2021 年 4 月 14 日[山岸拓也]

3． 東京都福祉保健局. 新型コロナウイルス感染症対策 .

2021 年 4 月 12 日、19 日[山岸拓也]

4． 三重県健康福祉部. 新型コロナウイルス感染症対策 .

2021 年 4 月 23 日[山岸拓也]

5． 厚生労働省「院内感染対策講習会事業」に係る講習会

「④新型コロナウイルスについて」：2021 年 7 月～2022 年 3

月. YouTube 配信[黒須一見]

6． 国立国際医療研究センター国立感染症研究所共催. 第

9 回医療疫学講習会. 2021 年 7 月 3 日[山岸拓也]

7． 東京検疫所. 令和２年度検疫感染症措置訓練の評価.

2021 年 10 月 15 日[山岸拓也]

8． 東京都北区. 令和 3 年度医療安全研修会. 新型コロナ

ウイルス感染症対策. 2021 年 11 月 29 日[山岸拓也]

9． 東京都文京区. 介護職員研修. 2021 年 12 月 21 日【[山

岸拓也]

10．日本病院会「感染対策担当者のためのセミナー」. 2022

年 1 月 15 日[山岸拓也]

11．日本公衆衛生協会. Infectious disease Health Emergency 

Assistance Team（IHEAT）講習. 第 2 回 2021 年 10 月 21 日、

第 3 回 12 月 2 日[山岸拓也]
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その他

Ⅰ．感染症等についての対応

1. 薬剤耐性菌等についての対応

薬 剤 耐性 菌 の検 査 診 断 等に 関 する 相 談 窓 口とし て

taiseikin@nih.go.jp（メーリング リスト）を運用し、医療機関や

地方衛生研究所等からの質問、相談、解析依頼に対応した。

[鈴木里和、松井真理、甲斐久美子、村松茂、阿保均、稲嶺

由羽、菅井基行]

2. バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）アウトブレイク事例対応

2021 年 3 月以降、5 都道府県（山形、静岡、和歌山、大

分）の薬剤耐性菌アウトブレイクが発生した医療機関におい

て疫学調査支援（感染症法上の活動または研究班・事業とし

ての活動）と職員への感染対策支援、地方衛生研究所及び

保健所の検査体制支援、当該保健所と医療機関、薬剤耐性

研究センターとの合同会議の開催、等を実施した。[黒須一

見、山岸拓也、松井真理、鈴木里和、沓野祥子、黒木香澄、

菅井基行、（以下実地疫学研究センター）小林美保、田畑早

季子、笠松亜由]

3. 新型コロナウイルス感染症のクラスター対応

厚生労働省新型コロナウイルス感染症クラスター対策班と

して 11 都道府県からの 16 の依頼を受けて、本庁や保健所

の対応支援を行った。[黒須一見、山岸拓也]

4. 東京オリンピック・パラリンピックでの国立感染症研究所

Emergency Operating Center の運営

2021 年 7 月から 9 月まで運営に関わり、日々の日報作成、

オリンピックパラインピック関連感染症事例への対応、オリン

ピック組織委員会からの感染管理上の質問への対応等を行

った[黒須一見、山岸拓也]

Ⅱ. 国のガイドライン、ガイダンス、マニュアルの作成

国立感染症研究所・国立国際医療研究センター. 「新型コロ

ナウイルス感染症の感染管理」の当所ホームページ上での

改定を実施した（2021 年 8 月 6 日改訂版）. 2021 年 8 月 6

日[黒須一見、山岸拓也]

Ⅲ. 自治体等への助言、等

1. 群馬県感染症健康危機管理チーム

計 3 回会議に参加し、方針へ助言した。[山岸拓也]

2. 神奈川県感染症対策協議会

計 12 回会議に参加し、方針へ助言した。[山岸拓也]

3. 茨城県感染症対策委員会

計 7 回会議に参加し、方針へ助言した。[山岸拓也]

4. 東京都 iCDC 感染症対策支援チーム

計 5 回会議に参加し、方針へ助言した。[山岸拓也]

5. 国立国際医療研究センターAMR 臨床リファレンスセンタ

ー運営委員会に委員として参加した[山岸拓也、菅井基行]

6. 国際緊急援助隊感染症対策チーム作業部会員（疫学班

副班長、導入研修班）として、検討会に参加した[山岸拓也]

7. 日本環境感染学会 ISO/TC304 国内審議委員会委員

[山岸拓也]

Ⅳ. 感染管理等に関する国立感染症研究所 HP 上での情

報発信

1. 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の感染経路について.

2022 年 3 月 28 日 https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-

ncov/2484-idsc/11053-covid19-78.html[ 黒須 一見 、 山岸拓

也]

2. SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統（オミクロン株）の発

症間隔の推定：暫定報告.

2022 年 1 月 31 日 https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-

ncov/2551-cepr/10952-b11529-si.html[黒須一見、山岸拓也]

3. 実地疫学調査により得られた情報に基づいた国内のオミ

クロン株感染症例に関する暫定的な潜伏期間、家庭内二次

感染率、感染経路に関する疫学情報（2022 年 1 月 10 日現

在）.

2022 年 1 月 13 日 https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-

ncov/2559-cfeir/10901-covid19-04.html[黒須一見、山岸拓

也]

4. ブレイクスルー感染者を含む医療機関、福祉施設等での

クラスター調査から得られた知見（簡略版）

2021 年 12 月 8 日 https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-

ncov/10834-covid19-22.html[黒須一見、山岸拓也]

5. 高齢者の会合等、人が集う場面での新型コロナウイルス

感染症に関する感染事例の所見と公民館や体育館等を利

用する際の感染対策についての提案.

2021 年 9 月 21 日 https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-

ncov/10686-covid19-21.html[山岸拓也]

6. 高校生のスポーツ大会における新型コロナウイルス感染
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ncov/10626-covid19-20.html[山岸拓也]
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要 性 に つ い て . 病 原 微 生 物 検 出 情 報 IASR. 2021

年;42(9):206-207.

7) 儀同咲千江、橋本明樹、西本綾香、若森吉広、石井安彦、

立花八寿子、大久保和洋、大野祐太、藤谷好弘、菊田弘輝、

林基哉、大森俊、山岸拓也、砂川富正．全国高等学校選抜

アイスホッケー大会における新型コロナウイルス感染症

（ COVID-19 ） 事 例 . 病 原 微 生 物 検 出 情 報 IASR. 2021

年;42(10):227-228.

8) 神奈川県厚木保健福祉事務所、国立感染症研究所（山

岸拓也、黒須一見、等）. 事例探知当初の情報からは濃厚

接触者を選定することが困難であった 2 事例に関する検討. 

病原微生物検出情報 IASR. 2021 年;42(11):263-265.
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9) 大久保卓磨、白水彩、中西香織、西條政幸、館石宗隆、

中村陽一、山岸拓也. 札幌市立小中学校における新型コロ

ナウイルス感染症（COVID-19）流行状況とその拡大因子の

解析. 病原微生物検出情報 IASR. 2022 年;43(2):35-37.

10) 高橋愛貴、池戸啓子、寺西新、村井やす子、カエベタ

亜矢、杉下由行、右谷幸子、山内幸織、國吉裕子、吉田英

樹、田畑早季子、浦川美穂、田渕文子、山岸拓也、福住宗

久、土橋酉紀、八幡裕一郎、砂川富正．百貨店従業員にお

いて発生した新型コロナウイルス感染症クラスター事例, 2021

年 7 月. 病原微生物検出情報 IASR. 2022 年;43(2):43-45.

11) 黒須一見、山岸拓也、仲居亮、石川健史郎、笠松美恵、

柏樹悦郎、齋藤智也、砂川富正. 新型コロナウイルス感染症

陽性者宿泊療養施設職員におけるオミクロン株感染. 病原

微生物検出情報 IASR. 2022 年;43(3):72-74.

Ⅱ．学 会 発 表

1. 国際学会

1) Sugai M. AMR Issue in Long-Term Care Facility. The 

Global Coalition on Aging (GCOA) and Health and Global 

Policy Institute (HGPI) the 2nd Joint Roundtable, May, 2021,

online.

2) Sugai M. National Serveillance for Infection Control. 

CIDRAP-ASP. May, 2021, online.

3) Yamagishi T. Responses to COVID-19 Outbreaks in 

Healthcare Setting in Japan, January 2020-September 2021. 

The Asia Pacific Association for the Study of the Liver 

Oncology 2021, October, 2021, online.

4) Kasamatsu A, Shimada T, Ota M, Nakashita M, Kobayashi 

M, Fukusumi M, Yamagishi T, Samuel A, Ukai T, Kurosawa K, 

Urakawa M, Takahashi K, Tsukada K, Futami A, Inoue H, 

Omori S, Komiya H, Shimada T, Tabata S, Yahata Y, Kamiya 

H, Yoshimatsu F, Sunagawa T, Saito T. Enhanced Event-Based 

Surveillance for Infectious Diseases during the Tokyo 2020 

Olympic and Paralympic Summer Games in Japan, 2021. 10th 

TEPHINET, November, 2021, online.

5) Ukai T, Yamagishi T, Kanou K, Takahashi T, Arima Y, 

Sunagawa T, Suzuki M. Recent Surge of Genital Chlamydia 

Disease among Young Male and Female in Japan. 10th 

TEPHINET, November, 2021, online.

6) Sugai M. AMR surveillance in policy decisions at the 

national and hospital level in Japan. WPRO AMR CC Panel 

Discussion, November, 2021, online.

7) Sugai M. WHO CC for AMR surveillance and research -Our 

collaboration with WHO-. WPRO AMR CC Panel Discussion, 

November, 2021, online.

8) Nakano S. Molecular epidemiology of pneumococcal 

isolates in Japan. The 3rd Asian Pneumococcal Symposium, 

Karuizawa, Japan, December, 2021, oral.

9) Yahara K, Ma KC, Mortimer TD, Shimuta K, Nakayama SI, 

Hirabayashi A, Suzuki M, Jinnai M, Ohya H, Kuroki T, 

Watanabe Y, Yasuda M, Deguchi T, Eldholm V, Harrison OB, 

Maiden MCJ, Grad YH, Ohnishi M. Emergence and evolution 

of antimicrobial resistance genes in Neisseria gonorrhoeae.  

The 2nd Neisseria gonorrhoeae Research Society Conference 

(NgoRS), January, 2022, online.

10) Yamagishi T.WG2 Short Presentation, Chair. Tokyo AMR 

One-Health Conference 2022, February, 2022, online.

11) Sugai M. National One-Health Genomic-based 

Surveillance in Japan. Tokyo AMR One-Health Conference 

2022, February, 2022, online.

1. 国内学会

1) 菅井基行. 薬剤耐性菌サーベイランスと薬剤耐性菌バ

ンク. 第 44 回 SCANIC 学術研究会、東京、2021 年 4 月オ

ンライン発表

2) 鈴木里和、池上千晶、松井真理、菅井基行、薬剤耐性

菌サーベイランスグループ. 感染症発生動向調査（NESID）

から見た我が国におけるカルバペネム耐性腸内細菌科細菌

感染症の臨床疫学. 第 95 回日本感染症学会学術講演会・

第 69 回日本化学療法学会総会合同学会、横浜、2021 年 5

月オンライン発表

3) 菅井基行. 長期療養型施設における薬剤耐性菌サーベ

イランスを通して見た疾病負荷評価の試み. 第 95 回日本感

染症学会学術講演会・第 69 回日本化学療法学会総会合同

学会、横浜、2021 年 5 月オンライン発表

4) 菅井基行. JARBS －JANIS とリンクした薬剤耐性菌サー
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ベイランス－. 第 95 回日本感染症学会学術講演会・第 69

回日本化学療法学会総会合同学会、横浜、2021 年 5 月オ

ンライン発表

5) 宮本友司、前田百美、吉田光範、鈴木仁人、阿戸学. 

Rifampicin 存在下におけるらい菌の遺伝子発現動態解析.

第 94 回日本ハンセン病学会総会・学術大会、東京、2021 年

5 月オンライン発表

6) 山岸拓也 . 教育講演「性感染症の動向（梅毒を中心

に）」. 第 120 回日本皮膚科学会、東京、2021 年 6 月オンラ

イン発表

7) 新井田凪、江田諒太郎、鈴木仁人、中村正樹、北里英

郎、前花祥太郎. 病院排水内における薬剤耐性 Aeromonas

属の存在実態. 第 15 回日本臨床検査学教育学会学術大会、

2021 年 8 月オンライン発表

8) 名木稔. 病原酵母 Candida glabrata のマイトファジーの

役割と ATG32 転写調節機構. 第 23 回酵母合同シンポジウ

ム、2021 年 9 月オンライン発表

9) 福田昭、臼井優、鈴木仁人、蒔田浩平. 畜産廃棄物の

散布による土壌、作物への薬剤耐性菌/耐性遺伝子の伝播

量の解明. 第 164 回日本獣医学会学術集会、北海道江別

市、2021 年 9 月オンライン発表

10) 黒須一見. COVID-19 クラスターからの職員の守り方. 第

36 回日本環境感染学会総会・学術集会. 2021 年 9 月、名古

屋、2021 年 9 月オンライン発表

11) Ahmed M. Soliman、成谷宏文、田中大貴、于連升、久

恒順三、鹿山鎭男、近藤恒平、菅井基行、島本敏、島本整.

国産野菜より単離したカルバペネマーゼ産生 Klebsiella 

pneumoniae と Acinetobacter baumannii の解析. 第 42 回日

本食品微生物学会学術総会、2021 年 9 月オンライン発表

12) 青木沙恵、鈴木仁人、森茂太郎、柴山恵吾、大野耕一、

見理剛、林原絵美子. イヌおよびネコの胃生検組織から分

離された 2 つの新種 Helicobacter 属菌. 第 27 回日本ヘリコ

バクター学会学術集会、2021 年 9 月オンライン発表

13) 林原絵美子、鈴木仁人、徳永健吾、間部克裕、南條宗

八、松井英則、青木沙恵、森茂太郎、大野耕一、柴山恵吾、

見理剛 , Helicobacter suis などの Non-Helicobacter pylori 

Helicobacter の細菌学的特徴およびゲノム比較. 第 27 回日

本ヘリコバクター学会学術集会、2021 年 9 月オンライン発表

14) 鈴木仁人、林原絵美子、松井英則、徳永健吾、柴山恵

吾. Helicobacter suis 胃粘膜感染と病態発症. 第 27 回日本

ヘリコバクター学会学術集会、2021 年 9 月オンライン発表

15) 青木沙恵、鈴木仁人、森茂太郎、柴山恵吾、大野耕一、

見理剛、林原絵美子, イヌおよびネコの胃生検組織から分

離された 2 つの新種 Helicobacter 属菌. 第 104 回日本細菌

学会関東支部総会、2021 年 10 月オンライン発表

16) 橋本佑輔、久恒順三、鈴木仁人、野村隆浩、久留島潤、

平川秀忠、谷本弘一、菅井基行、富田治芳. VanD 型バンコ

マイシン耐性遺伝子群保有 genomic island に関する分子疫

学解析. 第 104 回日本細菌学会関東支部総会、2021 年 10

月オンライン発表

17) 菅井基行. JARBS-SA  菌血症由来黄色ブドウ球菌サ

ーベイランス. 令和 3 年度全国国立病院院長協議会・感染

対策委員会、熊本、2021 年 10 月オンライン発表

18) 鈴木仁人. ナノポアシークエンスを用いた薬剤耐性菌の

ゲノム疫学研究. Virtual Nanopore Day, Japan、2021 年 10 月

オンライン発表

19) 門倉圭佑、山岸拓也、松井真理、菅井基行、柴田幸治、

村田正太、猪狩英俊. 千葉県におけるカルバペネム耐性腸

内細菌科細菌（CRE）感染症患者数の推計. 第 70 回日本感

染症学会東日本地方会学術集会・第 68 回日本化学療法学

会東日本支部総会合同学会、2021 年 10 月、2021 年 10 月

オンライン発表

20) 鈴木仁人. 薬剤耐性菌のゲノム疫学研究の基礎と応用. 

第 70 回日本感染症学会東日本地方会学術集会・第 68 回

日本化学療法学会東日本支部総会合同学会、2021 年 10

月、2021 年 10 月オンライン発表

21) 名木稔. カンジダ属における薬剤耐性の現状と新規薬

剤耐性機構に関する研究. 第 70 回日本感染症学会東日本

地方会学術集会・第 68 回日本化学療法学会東日本支部総

会合同学会、2021 年 10 月オンライン発表

22) 菅井基行. 薬剤耐性菌の疫学動向. 第 70 回日本感染

症学会東日本地方会学術集会・第 68 回日本化学療法学会

東日本支部総会合同学会、2021 年 10 月オンライン発表
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23) 名木稔、東祥嗣、鈴木健裕、知花博治、田辺公一、阿部

雅広、堂前直、山越智、宮﨑義継. Candida glabrata におけ

るマイトファジー遺伝子 ATG32 の転写調節因子の探索. 第

65 回日本医真菌学会総会・学術集会、2021 年 10 月オンラ

イン発表

24) 藤本凜太郎、坪内泰志、鈴木仁人、仁木誠、仁木満美

子、老沼研一、山田康一、掛屋弘、金子幸弘. 当院で分離

された多剤耐性 Acinetobacter baumannii 株の完全長ゲノム

解析から見出した知見. 第 91 回日本感染症学会西日本地

方会学術集会、第 64 回日本感染症学会中日本地方会学術

集会、第 69 回日本化学療法学会西日本支部総会、岐阜、

2021 年 11 月オンライン発表

25) 老沼研一、榮山新、鈴木仁人、佐伯康匠、仁木満美子、

山田康一、柴山恵吾、掛屋弘、金子幸弘 . 厚莢膜形成

Acinetobacter baumannii 株の発見と解析. 第 91 回日本感

染症学会西日本地方会学術集会、第 64 回日本感染症学会

中日本地方会学術集会、第 69 回日本化学療法学会西日本

支部総会、岐阜、2021 年 11 月オンライン発表

26) 坂口かなえ、加地大樹、瀧澤志野、林航、泉克俊、吉田

諭史、于連升、鹿山鎭男、菅原庸、菅井基行、 長野由紀子、

長野則之. 医療施設下水における ESBL 産生 Escherichia 

coli およびカルバペネマーゼ産生グラム陰性桿菌の経時的

変遷. 第 50 回 薬剤耐性菌研究会、静岡県伊豆の国市、

2021 年 11 月口頭発表

27) 林航、瀧澤志野、坂口かなえ、泉克俊、吉田諭史、于連

升、鹿山鎭男、菅原庸、菅井基行、長野由紀子、 長野則之. 

市中下水におけるカルバペネマーゼ産生グラム陰性桿菌の

経時的疫学調査; blaGESs 遺伝子及び保有菌種の多様性. 

第 50 回 薬剤耐性菌研究会、静岡県伊豆の国市、2021 年

11 月口頭発表

28) 山岸拓也. わが国の新型コロナウイルス感染症対策に

ついて～これまでとこれから～. 第 73 回北海道公衆衛生学

会、札幌、2021 年 11 月オンライン発表

29) 菅井基行. 日本の薬剤耐性菌の動向. 日本ファージセ

ラピー研究会大 1 回研究集会、2021 年 11 月オンライン発表

30) Yahara K. Big data analysis of bacteriophages: focusing 

on long-read metagenomics and genomic recombination. 第

68 回日本ウイルス学会、神戸、2021 年 11 月オンライン発表

31) 橋本翼、高田希美、千足啄馬、深野華子、山本健太郎、

鈴木仁人、星野仁彦、横山武司、田中良和. 薬剤耐性機構

の解明に向けた、クライオ電子顕微鏡解析による NTM リボソ

ームへのマクロライド結合様式の解明. 第 59 回日本生物物

理学会年会、2021 年 11 月オンライン発表

32) 鵜飼友彦、山岸拓也、有馬雄三、高橋豚理、加納和彦、

砂川富正、鈴木基、大西真. 若者における性器クラミジア感

染症の急増. 第 34 回日本性感染症学会、2021 年 11 月オ

ンライン発表

33) 橋本翼、高田希美、千足啄馬、深野華子、山本健太郎、

鈴木仁人、星野仁彦、横山武司、田中良和. 薬剤耐性獲得

機構の解明に向けた、クライオ電子顕微鏡単粒子解析によ

る非結核性抗酸菌 Mycobacterium abscessus リボソームへの

マクロライド結合様式の解明. 第 44 回日本分子生物学会年

会、横浜、2021 年 12 月オンライン発表

34) 伴野詢太、浅野航佑、鈴木仁人、横山武司、田中良和.

クライオ電子顕微鏡単粒子解析によるリボソームを標的とし

たアミノ配糖体抗菌薬の新規作用機序の解明. 第 44 回日本

分子生物学会年会、横浜、2021 年 12 月オンライン発表

35) 菅井基行. 日本が支援する継続的な国際協力を目指し

て -AMR サーベイランス-. AMR アライアンスジャパン、東京、

2022 年 1 月オンライン発表

36) 松本裕子、小泉充正、松井真理、鈴木里和、菅井基行.

カルバペネマーゼ産生性試験で偽陽性を示す Enterobacter 

cloacae complex 2 株の解析. 第 33 回日本臨床微生物学会

総会・学術集会、仙台、2022 年 1 月口頭発表

37) 稲嶺由羽、鈴木里和、松井真理、菅井基行. 国内分離

Enterobacter cloacae complex の 染 色 体 性 AmpC β -

lactamase アミノ酸配列と菌種の関連性. 第 33 回日本臨床

微生物学会総会・学術集会、仙台、2022 年１月口頭発表

38) 鹿山鎭男. JARBS-GNR を通して明らかになる日本国内

のカルバペネマーゼ産生菌の分布とその特徴. 第 33 回日

本臨床微生物学会総会・学術集会、仙台、2022 年１月口頭

発表

39) 林航、曽我英司、瀧澤志野、坂口かなえ、泉克俊、吉田

諭史、小出将太、于連升、鹿山鎭男、菅井基行、長野由紀

子、長野則之. 医療施設の下水が blaGES-24, -5 を担うインテ

グロンの環境リザーバーとなり得る危険性. 第 33 回日本臨床
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微生物学会総会・学術集会、仙台、2022 年１月口頭発表

40) 曽我英司、林航、泉克俊、吉田諭史、瀧澤志野、坂口か

なえ、小出将太、于連升、鹿山鎭男、菅井基行、 長野由紀

子、長野則之. 病院下水由来複数菌種に潜在する GES-24, 

-5 カルバペネマーゼ産生菌及び国内で初めての GES-24・

VEB-1 ESBL 同時産生菌の出現. 第 33 回日本臨床微生物

学会総会・学術集会、仙台、2022 年１月口頭発表

41) 瀧澤志野、加地大樹、坂口かなえ、林航、吉田諭史、泉

克俊、于連升、鹿山鎭男、菅井基行、長野由紀子、長野則

之 . 病院下水調査で認められた CTX-M-14 ESBL 産生

Escherichia coli B2-O25b:H4-ST131 の優位性. 第 33 回日

本臨床微生物学会総会・学術集会、仙台、2022 年１月口頭

発表

42) 新井田凪、江田諒太郎、鈴木仁人、中村正樹、北里英

郎、前花祥太郎 . 病院排水より分離された blaIMP-1 保有

Aeromonas 属のプラスミド伝達解析. 第 33 回日本臨床微生

物学会総会・学術集会、仙台、2022 年１月オンライン発表
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